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2012 年度 事業報告（2012 年 7 月 1日～2013 年 6 月 30 日） 

保育事業 

「ちっちゃなこども園にじいろ」「神戸市保育ママふたば」の運営 

従事者の人数：（にじいろ＆ふたば合算 ６月末現在）   

有給職員（保育士 8 人、保育者 1 人、看護師１人、事務専任１人、）登録ボランティア 6 人 

保育事業全体   2010 年（定員 25 人）のべ受益者数 109％ （3611 人 → 3939 人） 

 

◆認可外保育施設「ちっちゃなこども園にじいろ」の運営◆ 

実 施 日 時：月〜金曜日 ７時～２０時３０分 （年間開園日 241 日） 

実 施 場 所：法人施設 

利用者定員：9 人（2013 年 2 月〜 一時保育枠 2 名増加 11 人） 

 

◆グループ型家庭的保育事業「神戸市保育ママふたば」の運営◆ 

実 施 日 時：月〜金曜日（土曜） ８時～18 時 （年間開園日 264 日） 

実 施 場 所：法人施設 

利用者定員：9 人（2013 年 4 月〜 10 人） 

 

◇ 保育事業全体の受益者数の増加◇ 

保育事業全体 2010年との比較 のべ受益者数109％ （3611人 → 3939人） 

「にじいろ」を定員25人で稼働していた時期である、2010年度の1年間と比較すると、

現在の「にじいろ」「ふたば」の合計定員 21 名ではあるが、稼働率が上昇しているため、

全体の受益者数は、増加しました。 

 同じハードを使って、実際の受益者数を増やせたことは、地域での認知度・貢献度の上

昇の証と考えられると思います。 

 

◇ 保育事業の経済基盤強化◇ 

「にじいろ」については、2009 年度、2010 年度と、連続の赤字の後、2011 年度

に厚生労働省の「事業所内保育施設への運営補助」にて黒字転換、本年度は「ふたば」

の開設に伴い、この運営補助の要件からは外れたものの、64 万円程度の赤字にとどめ

ることができました。定員稼働率は、のべ利用者ベースでおおむね 90％以上をキープ

し、午前と午後の利用者の入れ替わりを入れるために、100％を超える月も出ていま

す。 
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2012 年 6 月から 

2013 年 7 月 

月ぎめ 一時 
のべ利用者数 

小計 
要観察 

日常的 

医療ｹｱ 

医療観察 

と与薬 

手帳あり 

日常介助 

のみ 

にじいろ（乳幼児） 1567 709 2276 151 68 0 46 

にじいろ（学童） 0 120 120 10 0 0 92 

ふたば（1，2 歳児） 1527 16 1543 0 99 0 161 

にじいろ（乳幼児）割合 68.8% 31.2% 100.0% 6.6% 3.0% 0.0% 2.0% 

にじいろ（学童）  割合 0.0% 100.0% 100.0% 8.3% 0.0% 0.0% 76.7% 

ふたば（1，3 歳児）割合 99.0% 1.0% 100.0% 0.0% 6.4% 0.0% 10.4% 

    

（再掲） （再掲） （再掲） （再掲） 

 

 

経済基盤について、外部からのアドバイスを受けるため、社会貢献の一環として、自らの

コンサルティングを無償提供している「ベイン＆カンパニー」さんに、「にじいろ」と「ふ

たば」の経営状況を診断、助言して頂きました。（２０１２年 7 月〜９月） 当初は「原

則として首都圏内のＮＰＯに」とのことでしたが、「電話やメールでのやりとりでの範囲で
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もお願いしたい」と熱意を伝えたところ、当法人の保育のミッションなどに深く理解を示

してくださり、結果的にわざわざ現地視察にもおいでくださいました。 

 電話会議システムなども使ってのスピーディな診断とコンサルティング内容に、就いて

いくだけで必死でしたが、ハッキリとした数字、明快な内容、分かりやすい最終プレゼン

資料などで、役員だけでなく、保育スタッフも経営とい

う側面を知ることができ、日ごろの役割分担などを見直

すことにつながっていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終プレゼンテーション資料の一部 
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◇「夏の懇親会ランチ」の開催◇ 

実 施：201２年 8 月 25 日（土） 

実 施 場 所：舞多聞まちづくり館 

ご参加者：親子 22 組   職員：10 人 

 

 こどもコミュニティケア通常総会の懇親ランチを、保育ご利用者様も含めた会としまし

た。「ここちよい暮らしのお店くんぷ」さんのご協力をいただき、初めて流しそうめんにも

チャレンジ。たいへん暑い晴天の日でしたが、バーベキューにスイカ割りと、親子で楽し

んでいただけるひとときになりました。 

 卒園した年長児さんや小学生も集まって、お互いの成長に驚き合ったり、ご近所の会員

さん同士が「初めてゆっくり話しました〜」とおっしゃってくださったり、今までにいた

だいた表彰状や記念盾をかざったりして、こどもコミュニティケアが重ねてきた年数を感

じることもできました。 

 

 

 

 

 

 

 

◇「おもちつき」の開催◇ 

実 施：201２年１２月２2 日（土） 

実 施 場 所：ちっちゃなこども園にじいろ＆神戸市保育ママふたば 

ご参加者：親子 7 組   職員：6 人 

 

 

 2009 年の「にじいろ」オープニング時と 2010 年の年

末に開催した「おもちつき」。「ぜひ毎年」との保護者の声に

こたえて、小雨の心配をしながら、新しくできた園庭で、湯

気たっぷりにモチ米をふかし、木の臼と杵でぺったんぺった

んとお餅をつきました。上手に鏡餅をつくった後は、できたてのお餅を、納豆や小豆あん、

きなこにからめてお腹いっぱい食べました！ 大人には、大根おろしに醤油、七味という

組み合わせも好評。 

 決め手は、バターをお餅にはさんで醤油をたらし、海苔でくるっと巻いたもの。何度も「お

かわり」をして苦しくなってしまった子も･･･。お餅のように、粘り強く、のびのびと大き

くなってね！ 
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◇「親子遠足」の開催◇ 

実 施：2013 年３月 30 日（土） 

実 施 場 所：学園南公園 

ご参加者：親子 20 組  職員：7 人 

 

 201１年 4 月にようやくオープンした「学園南公園」。

園から見える、舞多聞で一番大きな公園です。いつも遊び

慣れた公園へ、お父さんお母さんといっしょに出かけました。「遠足」と言っても、小

さな１歳児さんもいるので、現地に集合。そこでグループに分かれて恒例の「朝の会」

をしました。日ごろ、我が子のおしゃべりに出てくる「Ａちゃん」や「Ｂくん」がどの

子なのか、親御さん同士もお互いに確認。卒園した子どもたちも、卒園児グループに入

って「にじいろ」の日にかえりました。 

 そのあとは、ミニ運動会。「玉入れ」やパン食い競争ならぬ「宝物取り競争」「しっぽ

とり」「オセロゲーム」などを親子で楽しみました。 

 広い広い芝生広場、今年は桜がほんの少しだけほころんでいました。来年はお花見も

一緒にできるかもしれません。 
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◆園だより「にじいろだより」「ほいくだより」発行◆ 

実 施 日 時：2010 年４月～、隔月１回発行 

従事者の人数：有給職員１〜２名 

発 行 数：毎月約４０部、 

配 布 先：在園児、CCC 会員、関係者 

 「ちっちゃなこども園にじいろ」と「神戸市保育ママふたば」の合併号です。 

保育での子ども達の様子や、イベント告知、給食の人気レシピなど、定番ですが、いつ

も楽しい記事が集まります。リコーのカラーレーザープリンタの寄贈を受けてからは、

このお便りもカラー刷りになり、ご寄付をいただいた方にも、お礼状に、その時のバッ

クナンバーを同封するようにしています。（印刷在庫がなく、お送りできないこともあ

ります） 

 

◆ 毎日のショート・ミーティング◆ 

実 施 日 時：にじいろ・ふたばが保育を行っている日 午後 1 時〜1 時 30 分 

従事者の人数：その時間帯に出勤している保育スタッフ 5〜８名 

 

昨年度から引き続き、毎日、「にじいろ」「ふたば」での合同ショート･ミーティングを

行っています。 

 子どもたちの体調やケガ、保護者様からのコメント、午前中の保育の様子、ヒヤリハ

ット事例、成長したエピソード、個別保育計画などを共有します。 

 話し合いでは、ゴミ捨ての方法や担当から、お子さんひとりずつの保育計画、情報共

有、実施の評価なども行います。話し合いだけでなく、スタッフが外部の研修を受けて

学んだことをシェアしたり、日ごろ感じていることを話したりすることもあります。医

療的な配慮の基礎や、プロの保育者としての知識やスキルについての小さな学習会等も

行っています。 
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子育ち支援事業 

●親子のアートクラス「色あそび」の開催（共催） ★2013度はお休み中 

実 施 日 時：第２・第４土曜日 午前の部 10:15～11:15  

          午後の部 13:30～14:30 

実 施 場 所：法人施設・学園都市集会所 

従事者の人数：講師１名 

受 益 対 象 者：２～６歳の子どもと保護者、および小学生  

 

 

 講師の石塚さんが、さらなる研鑽のために海外留学中のため、2013 年 4

月から約 1 年、休止しています。 

 

 

 

 

子どもの健全育成に関わる調査研究提言事業 
2012 年度は、特記すべき事業実施なし 

 

 ネットワーク活動として、「全国小規模保育協議会」に賛助団体として参加

し、第 2 回総会(2013 年 6 月 29 日)に参加しました。 

 

全国小規模保育協議会 http://syokibohoiku.or.jp 

 

 「保育ママ」を始め、主に首都圏の認可外保育施設や小規模保育施設の運

営者が集まって、日ごろの運営や保育の情報交換の他、「子ども子育て会議」

などへの提言をまとめています。 

 当日は、第 3 会見集会も合わせて開催され、当法人の行う共生保育を簡単

に紹介すると、何人もの参加者さんから「どのように実施しているのか」「補

助金はないのか」「など多くの質問を受け、関心の高さと当法人の先進性を感

じた半日でした。

【講師】石塚小久良さん（CCC 正会員） 

財）認定マスターアートワークセラピスト 

2003-2004 イギリス Emerson College 人智学基礎コース修了 

2004-2005 スイス Goetheanum アートコース修了 

http://syokibohoiku.or.jp/
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子育て支援事業 
◆ライアーコンサート＆リンゴろうそくの開催◆ 

実 施 日 時：2011 年 11 月 26 日（土）  

16:15〜17:00 リンゴろうそく 17:15〜コンサート  

実 施 場 所：法人施設 

従事者の人数：演奏者１名、職員 6 名（準備

も含めて） 

ご参加者：  

 リンゴろうそく：子ども 16 人  

 コンサート：親子 11 組 

 

 2009 年から続いているライアーコンサート、

今年も開催いたしました。昨年からは、シュタイナ

ー教育の施設では、クリスマスの前の時期（アドベント）におなじみのリンゴろうそく。

今年は 3 回目の開催で、在園の子どもたちばかりでなく、卒園した子どもたちも集まり、

お部屋が狭く見えるほどでした！ 

 リンゴろうそくはアドベントガーデンとも呼ばれ、もみの木の枝をらせん状に並べ、そ

の間を子どもがひとりでリンゴに指したろうそくを持って進みます。まん中からろうそく

に火を移し、もみの木のスパイラルに置いて、戻ってきます。 

 冬至は「太陽が生まれかわるとき」として、昔から日本でもさまざまな行事が行われて

きました。保育でも、ゆず湯の足湯につかったり、給食でカボチャを食べたりしています。

一方で、少し大きくなった子どもたちが、自分ひとりで、厳粛な雰囲気の中、しっかりと

スパイラルの中をひとりで歩んでいく「リンゴろうそく」も、大切な行事にしていきたい

と思います。 

 うずまき（スパイラル）は、多くの文化で古来、生命の象徴とされてきました。外から

中へと入っていくスパイラルは「誕生」を意味しており、リンゴろうそくでは、子どもた

ちひとりひとりがこれからの人生で、光をもたらす行いをするように、という願いをこめ

ています。 

 コンサートは、毎年、舞子にお住まいの高谷順子さんに演奏をお願いしています。オリ

ジナルの曲も含めて、ステキな歌声と共にライアーがいつもの保育室に響きます。いつも

の保育室にぺたんと座って、ごろんと横になって、リラックスして、冬の訪れを楽しみま

した。
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コミュニティ・スペースの運営事業 

 

現在、こどもコミュニティケアの正会員に限り（※）、法人施設１F 保育室や２F 多目的

室を、空いているときにご利用いただいております。 

こどもコミュニティケアの主催・共催となっている定期的なクラスについては、年間利

用予定をご提出いただき、変更のあるときのみメール・電話でやりとりをしています。不

定期での利用の場合は、その都度「施設使用願い申込書」をご提出いただいております。 

 

※主催者が正会員、または主催グループの一員で同席する場合に限る 

 

 利用責任者 利用室名 頻度 利用者数 

看護の勉強会 
正会員 

末永 美紀子 
保育室・和室 

年 3 回 

土曜日・日曜日 
4〜８人 

アートセラピー 
正会員 

石塚 小久良 
２F 多目的室 

月１〜２回 

土曜日 午後 
2～4 人 

 

 

 

 

 

＜ご参考＞保育以外のスペース活用 

保育以外の事業に、園舎を活用しています 

 

 

利用責任者 利用室名 頻度 利用者数 

【アトリエ・シャッフェン共催】 

親子のアートクラス 

「色あそび」 

正会員 

石塚 小久良 

子どもキッチン（水道） 

高・低年齢児室 

月１回 土曜日 午前・午後 

2010 年 4 月から月２回に 

親子 5 組程度 

×2 クラス 
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組織基盤強化 

◆プロボノによる支援 サービスグラント「事業計画立案」◆ 

2012 年 3 月まで 3 年間にわたって、Panasonic よりＮＰＯサポートファンドにて、

組織基盤強化の助成をいただき、さらにそれらを発展させる形で、特定非営利活動法人サ

ービスグラントによる「プロジェクト型助成」を受けました。サポートチームは、

Panasonic の社員さん 5 人、忙しい本業の合間を縫って、休日を使って精力的に活動く

ださいました。 

今回のプロジェクトは「事業計画立案」。2011 年の「ルーツ会議」「戦略会議」を踏ま

え、保育スタッフ、事務スタッフ、役員を含め、「これから私たちが向かう先」について考

えたり話したりする機会となりました。 

日々の保育や事務の仕事は、ともすると「同じことの繰り返し」のように見えたり「普

通の保育」に見えたりすることがあります。しかし、プロボノさんたちにインタビューを

受け、説明したり、気持ちを話したりする中で、私たちが目指している「共生保育」の高

み、先進性、難しさ、今のチームの良さなどを再確認することができました。 

最終報告の内容は、キャリアパス構築や寄付開拓等多岐にわたり、充実した中期計画の提

案となりました。Panasonic サポートチームの最終プレゼ

ンテーション 22 枚のパワーポイント力作の一部です。 
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◆ボランティア･プログラムづくり◆ 

 当法人の「共生保育」には、2004 年オープン当初から多くの方が共感してくださり、

学生さんや主婦のかたを中心に多くの方がボランティア活動をしてくださっています。 

 こうした方々の思いをつなぎ、長く、いきいきと活動していただけること、充実した活

動をしていただくために、団体側がもっと準備をしておく必要があると感じ始めていまし

た。しかし、「ボランティアをしたい人」と団体をつないでくれるコーディネーション機能

を持つ機関はあっても、ボランティアさんに来てもらいたい団体側が準備するのを応援し

てくれる、という支援を見つけることができず、これまで、行き当たりばったり的な対応

になってしまっていました。 

 こうした悩みを NPO 同士の懇親会でおしゃべりしていたところ、中間支援 NPO の CS

神戸のスタッフさんから「アドバイザー派遣を使ってつくってみませんか」とお誘いを受

けました。2012 年秋から 2013 年 3 月末までという駆け足ではありましたが、計 4 回、

大阪ボランティア協会のかたにおいで頂き、いろいろなアイディアやアドバイスをいただ

きながら、ボランティアさん･スタッフ共通のプロフィールカードを作ったり、オリエンテ

ーション資料の概要を決めたり、お仕事内容をスタッフと書き出してタイムスケジュール

に組んだりと具体的な作業も進めました。2013 年度も引き続き、プログラム作りに取り

組みます。 

 

 

CS 神戸 飛田さん 大阪ボランティア協会 永井さんと  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティアさんにしてもらって感謝！のこと、 

ボランティアさんにお願いしたいこと、 

等をスタッフみんなで書き出しました。 
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資金開拓 

◆ ドナーデータベースの構築◆ 

 2012 年度に助成が決まった「未来のゆめ・まちプロジェクト」（阪急阪神ホールディ

ングス）の助成金を使い、Salesforce の NPO 貢献プログラムを使って、団体の支援者、

寄付者、関係者のデータベースづくりに取り組みました。 

 Salesforce のデータベースは企業で広く利用されているクラウドサービスで、同社の社

会貢献の一環として、審査を受けた NPO にはプログラムが無償提供されています。この

データベースならば、基本的にソフト上のランニングコストが無料になることと、カスタ

マイズの広さから、先進的な NPO が利用を始めています。今回は、専門性も高いため、

基金を利用して、（株）ファンドレックスの NPO 向け支援を受けました。法人施設と東京

での打合せを重ね、今まで当法人に関わってくださった方、今関わってくださっている方々

とそのご支援を登録し、これまで代表理事の属人的資産となっていた「人脈」を法人で共

有する第 1 歩を踏みました。 

 また、ファンドレックスさんのご訪問支援の際には、同じ神戸の NPO でファンドレイ

ジングに取り組む中間支援 NPO の IT 担当者も同席され、1 つの機会を複数の団体で共有

する取り組みも行いました。 

 

◆第 1 回キャンペーン型クラウド・ファンドレイジングへの挑戦◆ 

 ドナーデータベースの構築を進める中で、これまでもお世話になっている寄付サイト「ギ

ブワン」が第 1 回目のファンドレイジング・キャンペーン「E チャレンジ」をするという

告知を受け、さっそく登録をしました。 

 ちょうどファンドレックスさんの支援中でも

あったので、ドナーデータベースを実際のファ

ンドレイジングに活用してみる、というタイミ

ングも良く、今後につながる取り組みとなりま

した。代表理事と事務スタッフが 2 か月、かか

りきりになるくらいの仕事量で頑張り抜き、結

果、1 か月で 165,000 円のご寄付をいただき

ました。 

 このご寄付は、前述した「ボランティア・プ

ログラムづくり」の一部として活用しています。 

 また、この取り組みをきっかけに「継続寄付」

の実績ができました。 

 

オンライン寄付サイト「Give One」の当法人のページ 

http://www.giveone.net 
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◆ 共感寄付の取り組み◆ 

こどもコミュニティケアが設立前からお世話になっている中間支援 NPO「市民活動セ

ンター神戸（KEC）」さんの新しい取り組みで、認定 NPO 法人を活かし、複数の NPO

が協働して寄付を集めようという取り組みです。第 1 期の 1 団体として参加し、2013

年 6 月末時点で、341,000 円のご寄付を頂戴しております。第 1 期は 10 月までの

取り組みですが、今後も継続していきたいと思います。この寄付計画にあたっては、共

感寄付ご担当者さんに、現場においで頂き、理事と保育スタッフ合同のミーティングも

行いました。 

 

KEC 共感寄付担当社さんおふたりと 

理事、スタッフの合同ミーティング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑ 共感寄付の仕組み 

WEB サイト http://kobekec.net/kyokan/ より 
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講演 

◆ ひょうごコミュニティ･ビジネスフォーラム 分科会◆ 

〜 これからの将来を開く起業家たち 〜 

2012 年 9 月 15 日（土）代表理事 末永美紀子が分科会で「コミュニティ･ビジネス」

「起業」という観点からお話をいたしました。 

 

◆ 大阪府社会福祉協議会「保健師･看護師研修（保育･児童福祉施設等）」◆ 

2012 年 12 月４日（火）代表理事 末永美紀子が「共生保育について」講演をいたしま

した。 

 

表彰 

◆ ナース・オブ・ザ・イヤー「インディペンデント・ナース賞」◆ 

2012 年 12 月に、当法人代表理事の末永美紀子が「ナース･オブ・ザ･イヤー」にノ

ミネートされました。WEB 上で一般からの投票によって選ばれるしくみで、隔年で開

催されています。 （http://www.noty.jp） 

大賞は、東日本大震災の被災地支援を行っている鳴海幸さん、当法人の末永は、「新た

な可能性を感じさせる看護師」に与えられる「インディペンデント・ナース賞」を受賞

いたしました。みなさまの投票とあたたかいメッセージに、再度、感謝申しあげます。 

 

 

 

ネットでの投票や、イベントの呼びかけをしてくださったみなさま、励ましやお祝いをくださったみなさま、

ありがとうございました！ 

東京での授賞式では、「医療的ケアが必要な子どもたちと家族の現状や支援の必要性」や「看護師が長く働き

続けることや、地域で活動することで広がる可能性」についてスピーチをいたしました。多くの方に、地域

での取り組みを知っていただくことができる機会となりました！  

 スタッフやボランティアさん、保護者さん、ご寄付、会員のみなさんや、助言くださるみなさんと、一緒

に歩んできた 10 年です。みなさんと一緒にいただいた賞と思っています！ 

 これまで、本当にありがとうございました！ そして、これからの 10 年も、どうぞよろ

しくお願いいたします。お祝いにメッセージやお花もたくさんいただきました！ 事務室

の隣、にじいろの玄関で、みんなで楽しみました♪ （末永美紀子） 

2013.1.19 

日本看護協会ビルにて 

受賞者･関係者の皆様と 
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◆ 神戸ロータリークラブ「社会奉仕団体への感謝状」贈呈◆ 

地元神戸ロータリークラブさんから、感謝状と、20 万円相当の物品助成をいただきました。 

同会の例会（ポートピアホテル）にて団体の活動について紹介するプレゼンテーションと、会報

でのご紹介をいただきました。 

助成物品：鼻口腔吸引器･ジェット式吸入器 

     ボールプール用ボール 700 個 

     ミキサー食用ミルサー 

   

 

 

 プレゼンテーションの例会には、スタッフ 2 名と代表理事が 

出席しました。ホテルの宴会場で、ちょっと緊張！ 
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取材・記事・メディア出演 

◆ 阪急阪神ホールディングス「ＴＯＫＫ(ﾄｯｸ)」「社内報」に掲載◆ 

2012 年に「未来のゆめ・まちプロジェクト」にて助成を受けることになり、団体や

取り組みについて、阪急沿線の駅で配布されるフリーペーパー「ＴＯＫＫ(ﾄｯｸ)」に掲

載してくださいました。 
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◆ 朝日放送ラジオ◆ 

「磯部・柴田の日曜のびのび大放送」内のコーナー 

「イソベっちの、前へ前へポッポー！」＜生放送＞ 

昨年度の CB/CSO アワード大賞受賞をうけて、2012 年 10 月 28 日（日）お昼頃に、7 分間、

団体の取り組みや社会的意義について、代表理事のインタビューが生放送にて、放送されました。  

 
パーソナリティのおふたりと、座右の銘 

「変えるべき変えられるものを変える勇気を 

変えられないものを受け入れる平穏を 

その 2 つを見分ける知恵を」とともに。  

 

◆ 神戸ユニバーサルライフ情報誌「びと」に掲載◆ 

障がいのあるかたが、自ら町を取材し、コミュニティ情報を載せている情報誌「びと」

に、「ちっちゃなこども園にじいろ」の取り組みが紹介されました。 
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◆ 大商ニュースに CB・CSO アワード大賞受賞団体として紹介されました◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 大阪 NPO センター「むすび」88 号に、CB・CSO アワード大賞受賞団

体として紹介されました◆ 
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2012 年度 収支決算 （2012 年 7月 1 日～2013 年 6 月 30 日） 
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